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0. はじめに
修士論文では、主に卾倫春
オロチョン
語の名詞形態論を体系的に記述することを目的とし、そのう
ち、特に指小・指大表現及び数、格に見られた形態・統語的な特徴を明らかにすることを
試みた。本稿では、論文の一部「鄂倫春語の指小・指大表現」について述べる。なお、
グロスの表記は Bulatova(1999)にならい、胡(2001)も参考した。音素表記、下線、例文及び
外国語の先行研究の日本語訳は筆者によるものである。 
1. 鄂倫春語の概要
鄂倫春語は、中国領内のツングース人によって話されている言語であり、その話者
は、主に内モンゴル自治区及び黒龍江省に分布している。池上(1989)によるツングース諸
語の「一般的な言語分類」との対応関係としては、「エウェンキー語に含まれ」ると
いう (津曲 2003: 214)。鄂倫春語の内部分類については、「大興安嶺方言区」、「小興安嶺方
言区」と「鄂倫春自治旗方言区」という三つの方言区に分けられる(韩有峰・孟淑贤 2014: 2)。 
鄂倫春語には文字がない。SOV 語順、修飾語が被修飾語に先行する、膠着的な形態論を
持つなどの特徴がある(胡 2001: 38; 66)。鄂倫春語の音韻については、母音には/ a, ǝ, e, i, ɔ, o, 
u, ʊ / の 8 つの母音音素がある。子音は/ p, b, t, d, k, g, m, n, ɲ, ŋ, ɸ, s, ʃ, ɕ, x, ʧ, ʤ, l, r, w, j / の
21 の音素からなる(胡 2001 と韩主编 2004 に基づいて筆者作成)。鄂倫春語の音節構造につ
いては、(C)V(C)(C)のように、一つの音節は 1～4 の音素で形成される。さらに母音調和、
子音の同化、逆行同化や融合などの現象が見られる(胡 2001: 31)。 
2. 研究方法：コーパス及びインフォーマント等の概要
本稿の研究方法としては、主にコーパス調査及びインフォーマント調査を中心にした。
現在鄂倫春語に関するコーパスは管見の限りでは見当たらない。それゆえ、コーパスの作
成が必要になる。そこで筆者は簡易的なコーパス I とコーパス F、コーパス P を作成した。 
コーパス I: 胡(2001)の付録にある鄂倫春語で収録された民話 indǝ mǝrgǝn をデータ化し、
作成したものである。付録の一行目には鄂倫春語の音声表記、二行目には中国語訳が付い
ている。延べ語数は約 2700 語である。便宜上、1 文ずつ No.1～No.381 の例文番号を付し
た(論文における例文の最後の数字はコーパスの通し番号を示す)。音素表記は胡(2001)に従
う。民話の話者は鄂倫春自治旗烏魯布鉄鎮朝陽村に居住している住民であるという。朝陽
村の住民は昔、多布庫爾河の上流と下流で流動した狩猟民の鄂倫春人であるという(胡
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2001: 22)。 
コーパス F: コーパス F は Frog, where are you?という絵本の内容を説明してもらうこと
で得られた談話データに基づいたものである1。筆者は 2015 年 3 月 24 日、中国北京にて鄂
倫春語調査を行い、Frog, where are you?を用いて、鄂倫春語を録音した。録音データを書
き起こしたものをデータ化し作成したコーパスである。一部、再検討の必要がある内容も
あるが、資料の 1 行目は、録音した音声をできるだけ忠実に書き起こしたもの、2 行目は
分析により判明した単語を、今までの先行研究の表記に従い記したものである。そして 3
行目には英語のグロスが書かれている。延べ語数は約 472 語ある。便宜上、1 文ずつ No.1
～No.33 の例文番号を付した。話者は鄂倫春自治旗阿里河鎮の住民であり、1990 年に生ま
れ、言語成長期は阿里河鎮で過ごし、北京官話とモンゴル語も話せる。 
コーパス P: コーパス P はエウェンキー語ポリグス方言2のコーパスである。筆者は
Bulatova(1999)の付録にあるポリグス方言に記録されているテキスト ʤuur nəkuunen 
ahaal(二人の娘)をデータ化し、コーパス P を作成した。テキストの一行目にはポリグス方
言の音素表記、二行目には英語のグロスが書かれている。その後に、全文の英語訳が付い
ている。全部で 36 文あり、延べ語数は約 230 語である。ただし音素表記は Bulatova(1999)
を基に筆者が少々修正した。 
ポリグス方言はもともとエウェンキー語のうち最も西の方言であり、鄂倫春語とは大き
く異なっていると考えられる。そのため、コーパス P は参考程度に使用することとし、主
な調査にはコーパス I とコーパス F を用いる。具体的には各要素をコーパスからエクセル
やワードの検索機能を使い、収集した。検索したのち、手作業で分類し、分析した。 
3. 鄂倫春語の指小・指大表現
3.1. 先行研究 
3.1.1. ツングース諸語、特にエウェンキー語の指小・指大 
風間(2003)によると、「ツングース諸語では指小辞がよく用いられる。数詞についた場
合には『～だけ』の意味になる」(風間 2003: 259)。以下に同じ第Ⅰ群に属するエウェン語
やネギダール語の例、及び第Ⅲ群に属するナーナイ語の内容を引用する。 
エウェン語、ネギダール語では指小辞が広く用いられるばかりでなく、指大辞もよく用いられる。
エウェン語では指小辞が形容詞につき、「やや～だ」の意になる。…… 
［ナーナイ語］ǰuur-kǝǝn 「二つだけ」(数詞についた例) 
［エウェン語］turaaki-nǰa 「カラス(この名詞は普通指大辞とともに用いる)」 
エウェン語にはいくつもの指大辞、指小辞があり、一つの名詞に指小辞もしくは指大辞が二重につ
1 コーパス F のデータは、もともと筆者が鄂倫春語の移動表現を研究するにあたって、Slobinの方法を応用
し、Talmy の類型論的観点から考察した際に、収集した資料である。本論文では、移動表現については取り
扱わないが、単にコーパスとして用いる。 
2 ポリグス方言について、「エウェンキー語は、多くの方言に分かれているが、それらは…(略)…北部方言群、
南部方言群、東部方言群の 3 つに大別される。…(略)…今日の文語の基礎は、南部方言群のポリグス方言にお
かれている。」(津曲 1988: 885)という。 
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く例も珍しくない。 
［エウェン語］(以下の例は Novikova i dr.1991:90(筆者未見)より) 
ǝtikǝ-kǝjǝ-nǰǝ 「背の高い立派なおじいさん」 
olra-ča-kan「ちっちゃ～な魚」 
(風間 2003: 259) 
風間(2003)が指摘しているナーナイ語の指小辞-kǝǝn について、鄂倫春語の指小辞にも類
似の形式がある(詳しくは次節で述べる)。例えば、小さい魚は ɔlɔkɔɔn(胡 2001: 51)などと
なる。 
エウェンキー語ポリグス方言について記述している Bulatova(1999)は、‘evenki has a rich
system of derivational morphology(Bulatova1999: 15)’と述べ、エウェンキー語には豊富な派生
形態素があることを指摘している。さらに、‘the most frequent productive affixes used to derive 
nouns(Bulatova1999: 15)’の例を挙げ、以下の内容を述べている。 
Derivational morphemes for substantive stems: (中略) / 4. -tka:n / -tkǝ:n / -tko:n creates names of children 
and young animals: bǝjǝ-tkǝ:n ‘boy’; homoti: -tka:n ‘bear cub’; uluki:-tka:n ‘young squirrel’; 
(Bulatova1999: 15) 
Bulatova(1999)が指摘しているエウェンキー語ポリグス方言には「子供や動物の幼獣の名
前」を派生する接辞 -tka:n / -tkǝ:n / -tko:n(Bulatova1999: 15)についての記述があるが、鄂倫
春語の指小辞にも類似の形式と用法が存在するか、考察する必要がある。考察の詳細は次
節で述べる。 
3.1.2. 鄂倫春語の指小・指大 
胡(2001)は、鄂倫春語の指小・指大について、「带有主观评价意味的附加成分(主観的な
意味を持っている付加成分)」として「包括指小、指大、表爱抚、表鄙视的附加成分(指小、
指大、可愛がる、軽蔑する態度を表す付加成分が含まれている)」(胡 2001: 51)と指摘して
いる。以下に具体的な内容を引用する。 
这种附加成分的特点是词根黏结这类附加成分并不派生新词，但带有说话人的情感、态度和
评价意味，而且这类附加成分不仅可以加在某一词类的词后，而且可以加在所有静词类的词
后。 
(1)-kaan/ -kǝǝn/ -kɔɔn/ -koon 接在某些静词词根后，构成具有指小或有爱抚意思的静词。例如： 
ʃɪŋarɪn 黄 + kaan   → ʃɪŋarɪnkaan 黄得可爱 /  dǝji 鸟 + kǝǝn → dǝjikǝǝn 小鸟儿 
ɔlɔ  鱼 + kɔɔn      → ɔlɔkɔɔn 小鱼儿 /  owon 饼 + koon   → owonkoon 小饼儿 
…… 
(3)-mɲaa/ -mɲǝǝ/ -mɲɔɔ/ -mɲoo 接在某些静词词根后，构成具有指大或有蔑视意思的静词。例
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如： 
mʊrɪn 马 + mɲaa → mʊrɪmɲaa 又大又难看的马 / ǝgdǝŋǝ 大 + mɲǝǝ  → ǝgdǝŋǝmɲǝǝ 傻大 
ʤuu 房子 + mɲǝǝ  → ʤuumɲǝǝ 又大又破的房子 / mɔɔ 树 + mɲɔɔ  → mɔɔmɲɔɔ 又大又老的
树 
(胡 2001: 51 一部改変) 
日本語要約：これら付加成分の特徴は新しい単語を派生させない3が、話し手の感情や態度、評価など
の意味が含まれている。これらの付加成分は或る種類の語に付加するだけではなく、あらゆる名詞・形
容詞の後ろに付加することができる。(1)-kaan / -kǝǝn / -kɔɔn / -koon は一部の名詞・形容詞語幹に付加さ
れ、指小あるいは「可愛がる」という意味が付加された名詞・形容詞を成す。例えば、「鳥」から「小
鳥」になる、などである。(中略)(3)-mɲaa / -mɲǝǝ / -mɲɔɔ / -mɲoo は一部の名詞・形容詞語幹に付加され、
指大あるいは軽蔑の意味をもたらす名詞・形容詞を成す。例えば、「馬」から「大きくて醜い馬」にな
る、などである。 
胡(2001)は鄂倫春語には「一部の名詞・形容詞語幹」に付加される指小辞-kaan44と指大
辞-mɲaa4 があることを指摘し、具体例も挙げている。これによって、鄂倫春語の指小辞・
指大辞の状況が分かる。 
さらに、「名詞＋-kaan4」や「名詞＋-mɲaa4」の複数表現と、名詞語幹のみの複数表現と
が異なっていることも述べている。 
1. -ʃal/ -ʃǝl/ -ʃɔl/ -ʃol 黏附在除以{ -mɲaa }、指小附加成分{ -kaan }结尾的名词词干后。.…… 
2. -l 用于以下情况：(1)黏附在以{ -mɲaa }、{ -kaan }结尾的名词词干后。
(胡 2001: 67 一部改変) 
日本語要約：(複数接辞の)-ʃal/ -ʃǝl/ -ʃɔl/ -ʃol は-mɲaa や指小辞-kaan で終わっている名詞語幹以外の名
詞の後に接続する。……-l は以下のような状況で用いられる。(1)-mɲaa や-kaan で終わっている名詞
語幹の後に接続する。 
 後節(2.1.1 節)で述べる「複数接辞」とも関わってくるが、胡(2001)は指小辞と指大辞が
付加されている名詞において複数表現の形式が違うことを指摘している。しかし、鄂倫春
語の指小・指大について、接辞以外の表現形式は触れられていない。また、挙げられてい
る指小辞と指大辞の例は単語のみで、文脈が不明であるため、実際に使用される場面は把
握しがたい。指小辞と指大辞の特徴をより深く理解するために、さらなる例を考察する必
要がある。 
3 胡(2001)は「派生させない(不派生)」という表現を用いているが、筆者はこれを、単に「生産性が低い」と述べて
いるに過ぎないのであろうと考える。 
4 母音調和による異形態のあることを数字で語の最後に加える形で表すことにする。例えば、-kaan4 は-kaan / 
-kǝǝn / -kɔɔn / -koon を表す。以下同様。
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3.2. 鄂倫春語の指小・指大表現に関する調査 
本節では鄂倫春語の指小・指大表現について調査を行う。 
調査内容は次の通りである。 
①指小辞・指大辞の具体的な使用例を調査・分析する。ただし指小辞と指大辞の特徴を
より 深く理解するために、文脈も詳しく見ていく。 
②先行研究で述べられていた指小辞と指大辞以外にも、他の指小・指大表現があるかど
うかを考察したい。例えば、-ʧaan 接辞(1.2.2 節)や専用表現(1.2.2 節)、指小辞・指大辞に対
する分 析的表現(1.2.3 節)などが考えられる。ここではそれらが実際に使用されているかど
うかを調 査した。 
考察方法は、コーパス調査及び資料収集である。使用したコーパスはコーパス I とコー
パス F である。 
3.2.1. -kaan4 / -mɲaa4 に関する考察 
まずはコーパス I で-kaan を検索した結果、6 例が見出された。gaʤʊʊkaanʧaa「取らせる」
が 2 例、nawkaanʧaa「撃たせる」も 2 例あった。この 4 例は使役態-wkaan であると判断し
た。他の 2 例はともに bɪrakaan「(小さい)河」である。 
例 1： indǝ mǝrgǝn  un-ǝ-n:  “ bɪra-kaan-dʊlaa  gǝlǝǝ-m   ʤǝǝ!” 
PN   say-AOR-3SG  river-DIM-LOC  search-1SG INTERJ 
インダモルゲンが言った、“川で探す！”
(コーパス I: No.201)(例文の最後の数字はコーパスの通し番号である、以下同様)
例 2： ǝgdǝŋǝ kadʊm  akɪn-ɪn  un-ǝ-n:  “ɲɔɔwʊ   ʤalan-dʊ  ɲuŋun  bEE    puu ǝrin-du 
old   wife’s   brother-POSS.3SG say-AOR-3SG previouslife-DAT    six  month hot  time-DAT 
bɪra-kaan-ma  morgo ɔlɔ  ɔɔ-kʃa   ʃǝrguʃee-ʧǝ-w  bi-ʧǝǝ,… 
river-DIM-ACC  carp     fish become-CVB play-PST-1SG    be-PST 
義理のお兄さんが言った、“前世で 6 月暑い時に私は鯉の魚に化けて遊んでいた…” 
(コーパス I: No.212)
続いてコーパス I で-kǝǝn を検索した結果、6 例が見出された。そのうち 3 例は使役態
-wkaan であり、1 例は単語の一部 tǝkǝǝn「このように」であった。他の 2 例はともに urǝkǝǝn
「(小さい)山」である。 
例 3： mʊrɪn-ɪn            un-ǝ-n:        “ta-laa        urǝ-kǝǝn-ŋi            ɔrɔɔn-dʊ-n              iʧǝ-kǝl! ” 
horse-POSS.3SG say-AOR-3SG that-LOC   mountain-DIM-GEN top-DAT-POSS.3SG  see-IMPR.2SG 
馬が言った。“そこ、山の頂上を見ろ！” 
(コーパス I: No.301)
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例 4： urǝ-kǝǝn-ŋi             ɔrɔɔn-dʊ-n             ɪlan   kɔɔkan bi-ʃi-n. 
mountain-DIM-GEN  top-DAT-POSS.3SG three  child     be-AOR-3SG 
山の頂上には 3 人の子供がいる。 
(コーパス I: No.302)
以上 4 例で見られた bɪrakaan「(小さい)河」と urǝkǝǝn「(小さい)山」について、文章の内
容からみると、決して実際に「小さい」という意味を表しているのではない。物語では、
皇帝が船に乗って河に遊びに行って、金色の鯉を見かけている。皇帝を乗せる船が浮かぶ
川はどう考えても小さくはないはずである。ここではあえて指小辞の-kaan を用いている理
由を調べた。インフォーマントの話によると、bɪrakaan や urǝkǝǝn などは、「ある山が低
い」ことや「ある川が小さい」ことを指すだけではないそうである。大興安嶺には高い山
が多くあり、その中では話題に出たこの山が「小さい」ということになる。また黒竜江は
大きい川であり、黒竜江に比べると他の川は全て小さく思えてしまう。他にも、何らかの
困難が目の前にあり、その困難を urǝkǝǝn「小さい山」と喩える場合があるという。つまり、
「その困難は簡単で、すぐに解決できる」というニュアンスが含められている。ただし、
鄂倫春の人々は基本的に自然を尊敬し畏怖しているので、本当に大きい山に対して事実を
無視し urǝkǝǝn などを使うことはない。勇気があっても自然を見下すことは絶対にしない
という。 
さらに-kɔɔn を検索したが、1 例も得られなかった。-koon を検索した結果は 2 例であっ
た。2 例ともに omok-koon「一」であった。 
例 5： indǝ mǝrgǝn  omok-koon  ʤuur  mʊrɪ-ʧɪ. 
PN   one-DIM  two     horse-PROP 
インダモルゲンは 2 頭の馬を持っている。
(コーパス I: No.1)
例 6： ǝʤin       bɔdɔ-rɔ-n:  “ omok-koon  utǝ bu-dǝ-k-in,  naan manɪɪ  kajra-ra-n, … ” 
emperor think-AOR-3SG  one-DIM  son die-AOR-COND-3SG  too    very    regret-AOR-3SG 
皇帝が思った。“もし唯一の息子が死んだら、やはりとても惜しい…” 
(コーパス I: No.165)
風間(2003)は「数詞についた場合には『～だけ』の意味になる」(風間 2003: 259)と指摘
している。例 5 と例 6 から分かるように、鄂倫春語の指小辞にもこのような用法があるこ
とが判明した。また、omok-koon ʤuur について、「2 匹だけ」という意味を表すにあたっ
て、ʤuurkoon「二」とはしていない。omokkoon ʤuur についてインフォーマントに尋ねた
ところ、ʤuurkoon を使っても同じく「2 頭の馬を所有している」という点では変わらない。
しかし、omokkoon を加える場合、「全部、合わせて、すべて」の意味があるとのことだ
った。つまり、「このモルゲンはお金持ちではなく、2 頭の馬しか持っていない」という
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ニュアンスが込められている。ちなみに、omokkoon ʤuurkoon は非文になるという。
次に、-mɲaa4 に関して調査をおこなったが、コーパス I で-mɲaa4 を検索した結果、1 例
も得られなかった。 
3.2.2. -ʧan2に関わる考察 
人間や動物について、-kaan4 を加えて指小を表すことはしないようである。代わりに、
人間の子供や動物の幼獣には別の指小表現が見られる。 
まず人間について、beje(人)keen はあまり用いない。インフォーマントに尋ねてみたと
ころ、極めて稀な場面で、文脈次第で「小さい身体」という意味を表すのに使えるそうで
ある。「人間」の指小は、「子供」という表現になるようである。 
鄂倫春語における子供に関する表現について、胡(2001)の付録にある単語帳では、「赤
ちゃん」は ʊtaambʊ、「子供」は kɔɔkan、「男の子」は urkǝǝkǝǝn と述べられている(胡 2001: 
248)。例文の多くも「子供」はほとんど kɔɔkan になっている。nɔnɔɔ について、以下のよ
うな説明がある。 
nɔnɔɔ 十岁以下的男孩(呼语) ŋoŋoo 十岁以下的女孩、男孩(呼语) 
(胡 2001: 60) 
日本語訳：nɔnɔɔ とは 10 歳以下の男の子であり(呼びかけを使う語)、ŋoŋoo とは 10 歳以下の女の子
や男の子である(呼びかけを使う語) 
しかし、コーパス F では「男の子」に関わる場面ではすべて nonoo になっている。 
例 7： nonoo-ni          asin-ʧaa. 
boy-POSS.3SG  sleep-PST 
(誰かの)男の子は寝た。 
(コーパス F: No.3)
インフォーマントに確認したところ、nonoo が表す対象は「10 歳以下という記述には誤
りがある」との指摘があった。nonoo は「年上が年下に、或は親戚関係上、上の人が下の
人に対して使用する」表現であるという。インフォーマントによれば、明らかに「成人し
た自分の子供」のことを nonoo と呼んでいる人は周りに実際にいるという。さらに nonoo
に指小表現を足すこともできるという。nonookaan や nonooʧa などは「親しい年下」に対
して用いる表現であり、具体的ではなく年下の人の全体へ呼びかける場合も使える。むし
ろ子供を指すには nonoo が最も普通だという。ちなみに、nonoo は人名にも用いられる。 
インフォーマントの話は、少なくとも鄂伦春自治旗阿里河で使用されている鄂倫春語の
現在の状況を示している。ちなみに、胡(1986)(鄂伦春自治旗甘奎乡の資料)には nɔnɔɔ につ
いての記述が見られない。胡(2001)(鄂伦春自治旗乌鲁布铁镇朝阳村の資料)において「10
歳以下」とされていた内容は、地域差あるいは時代の変化の現れかもしれない。 
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次は動物の幼獣の名称に関する考察である。 
鹿など動物の名称に-kaan4 を加えて「小さい動物」を指すこともほとんどおこなわれて
いない。なぜなら、動物の幼獣には細かな区分がなされており、それぞれに専用の呼称が
あるからである。 
韩有峰・孟淑贤(2014)では、動物の幼獣についての専用の呼称について以下のように述
べている。例えば、「馬の赤ちゃん」は ŋɔxɔɔn、「犬の赤ちゃん」は kaʧixaan、「豚の赤ち
ゃん」は ʧilʧuxaan、「鶏の赤ちゃん」は ʧupʧuu、「ノロジカの赤ちゃん」は inʧixaan、「熊の
赤ちゃん」は utuxǝǝn、「牛の赤ちゃん」は uxur utǝǝn などという。さらに、年齢ごとや性
別により名称が違う。「イノシシの赤ちゃん」の総称は tɔrɔxi だが、「生まれたばかりのイ
ノシシの赤ちゃん」は ʧilʧuxaan、「1 歳のイノシシの赤ちゃん」は ɕixǝʧen と呼ばれる。「2
歳の雄のイノシシの赤ちゃん」は ɕirawʧan、「2 歳の雌のイノシシの赤ちゃん」は kuliin で
あり、「3 歳以上の雄のイノシシ」を表す ajitaar、「3 歳以上の雌のイノシシ」を表す mǝxǝʧiin
とは違う(韩有峰・孟淑贤 2014: 70)。 
これらの表現を見ると、指小辞-kaan4 が使用されているものが多くあるように思われる
が、1 歳の「イノシシの赤ちゃん」を表す ɕixǝʧen や、「2 歳の雄のイノシシの赤ちゃん」
を表す ɕirawʧan などの表現では-ʧan2 が使用されている。インフォーマントに確認したと
ころ、小さい魚には kuoluduʧan(イトウの一種)や lenboʧan(鮭の一種)(表記は何青花・莫日根
布库(編著)(2011)にならう)という表現がある、との回答が得られた。何青花・莫日根布库(編
著) (2011)には、「小さい牛の赤ちゃん」は tuhuʧan であるとの記述も見られる。儿(～ちゃ
ん)のような指小表現が中国語や日本語に存在している。以上の例から、鄂倫春語の-ʧan2
もこれに類するものではないかと考えられる。ただし、インフォーマントに確認したとこ
ろ、*homuhaʧan「(小さい鹿)」, *dǝjiʧan「(小さい鳥)」, *bejeʧen「(小さい人)」とは言えな
いとのことであった。このことから、-ʧan2 には生産性がなく、少なくとも現在では接辞と
しては使用されていないことが分かった。 
3.2.3. 指小辞・指大辞に対する分析的表現 
 先行研究によると、鄂倫春語の指小・指大表現ではもっぱら指小辞-kaan4 や指大辞-mɲaa4
が使用されているものが多いように思われるが、筆者の調査では、これらの表現は実際に
は修飾語によって表現される場合が多かった。例えば、 
例 8： nishuhun  elihi 
small        frog 
小さい蛙 
(コーパス F: No.2)
コーパス F 全体で調査をおこなったが、「小さい蛙」が nishuhun elihi となっていたのは
2 例であった。一方、-kaan4 で表す例は 1 例もなかった。このことは「小さい＋名詞」と
いう表現の方が指小辞-kaan4 よりも多用されていることを示している。 
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インフォーマントに確認したところ、「大きい馬」と言いたいときには、gugda morin と
いう表現を用いるのが普通だという。morinmɲaa も用いられるが、「馬の大きいやつ」とい
う意味を表すときにのみ用い、かなり稀だそうである。さらに、「əru＋名詞」を用いて、
「大きい、丸い、太い」の意を表すという。前述した胡 2001 で述べられている「-mɲaa4
は一部の名詞・形容詞語幹に付加され、指大あるいは軽蔑の意味をもたらす名詞・形容詞
を成す。例えば、『馬』から『大きくて醜い馬』になる」などの内容と比較してみると、指
大表現の変化が分かる。 
3.3. まとめ 
第 3 節の内容をまとめてみると、以下の内容になる。 
「ツングース諸語では指小辞がよく用いられる。数詞についた場合には『～だけ』の意味
になる」(風間 2003: 259)。鄂倫春語では「-kaan / -kǝǝn / -kɔɔn / -koon は一部の名詞・形容
詞語幹に付加され、指小あるいは「可愛がる」という意味が付加された名詞・形容詞を成
す」(中略)「-mɲaa / -mɲǝǝ / -mɲɔɔ / -mɲoo は一部の名詞・形容詞語幹に付加され、指大ある
いは軽蔑の意味をもたらす名詞・形容詞を成す」(胡 2001: 51)。 
 筆者はコーパス調査によって、bɪrakaan「(小さい)河」2 例と urǝkǝǝn「(小さい)山」2 例
をそれぞれ得た。この 4 例を分析すると、単純に「ある山が低い」ことや「ある川が小さ
い」ことを指すだけではなく、「大興安嶺と比べると低い山である」ことや、「黒竜江と
比べると小さい川である」ことなどを指す場合もあることが分かった。他にも、何らかの
困難が目の前にあり、その困難を urǝkǝǝn「小さい山」と喩える場合がある。 
  さらに、omok-koon「一」の 2 例が見出され、風間(2003)が指摘している「数詞についた
場合には『～だけ』の意味になる」(風間 2003: 259)という用法が、鄂倫春語の指小辞にも
存在することが判明した。 
人間や動物について、-kaan4 を加えて指小を表すことはあまりないようである。代わり
に、人間の子供や動物の幼獣には別の指小表現が見られる。中では、nonoo が表す対象は
「10 歳以下」である、という先行研究の記述について考察し、現在ではこの制限がなくな
っているか、あるいは地方によってはこの制限がないということが分かった。 
その上、動物の幼獣の名称に関する考察をおこなった。それにより、多くの言語で見ら
れるような、例えば中国語の儿(～ちゃん)や日本語の「～ちゃん」のような指小表現に類
する用法を持った-ʧan2 が鄂倫春語に存在する、或いは存在していたことが分かった。 
最後に、鄂倫春語の指小・指大表現ではもっぱら指小辞-kaan4 や指大辞-mɲaa4 が使用さ
れているのが多いように思われるが、インフォーマント調査などによって実際にはこれら
の表現は「小さい＋名詞」や「大きい＋名詞」などの分析的表現が使用される場合が多い
ことが明らかになった。 
4．おわりに 
修士論文では他に鄂倫春語の数と格についても考察したが、紙幅の都合上、ここでは紹
介しない。やり残した課題も多く、具体的には、すでにインフォーマント調査をおこなっ
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た自然現象類接辞、名詞のトコロ性、方向接尾辞などの内容を整理し、録音してきた資料
を書き起こす必要があると考えられる。さらに、鄂倫春語の名詞形態論について、まだ調
査しきれていない内容(例えば名詞の有情と非情、コト性、モノ性(寺村 1992: 3-18)など)も
ある。これらの名詞の特性を考察した上で、「鄂倫春語の名詞」の特徴をよりよく分析し、
記述していく必要がある。加えて、鄂倫春語の内部分類について、各方言の実像を追究す
る必要もある。インフォーマントを確保しながら、各村や郷での言語使用実態を調査し、
より詳細な方言分布を記述していきたい。 
これらの課題を含め、今後も鄂倫春語の名詞形態論の記述研究をより深く進めていき、
鄂倫春語の名詞の全体像を明らかにしていきたいと考えている。 
略号一覧: 
1, 2, 3 1,2,3人称 / Aアスペクト / ABL 奪格 / ACC 対格 / ADJV 形容詞化 / ADVERB 副詞化 / ALIEN 譲渡可能 / ALL方向
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具格 / INTERJ 間投詞 / LOC 場所格 / NEG 否定 / NFUT  非未来 / PASS 受身 / PL 複数 / PN 固有名詞 / POSS 所有 / 
PRES 現在 / PROL 沿格 / PROP ～持ちの / P.SPA 方向付加成分 / PST 過去 / Q  疑問助詞 / RA RA分詞 / REFL 再帰 / 
SG 単数 / VERBAL 動詞化 / -形態素境界  
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